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平成27年第２回定例会　議案の概要

第２回定例会

議決した案件
●条例案…５件　●予算案…４件　●同意案…15件　●その他…７件
●委員会提出議案…１件　●議員提出議案…１件　●議長発議…１件

（●全会一致可決…26件　●賛成多数可決…８件）

Pick Up

東
広
島
市
立
図
書
館
の

　
　

管
理
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

東
広
島
市
立
図
書
館
に
お
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
（
民
間
な
ど
に
管
理
を
委

託
す
る
制
度
）
を
導
入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
業
務
の
範
囲
な
ど
を
定
め
る
た
め
に
、

「
東
広
島
市
立
図
書
館
設
置
及
び
管
理
条
例
」
を
改
正
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ｑ�　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

至
っ
た
経
緯
は
？

Ａ�　

第
５
次
東
広
島
市
行
政
改
革
大

綱
実
施
計
画
に
お
い
て
民
間
活
力

を
活
用
し
た
事
業
手
法
へ
の
転
換

を
推
進
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
「
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
目
指
し
た
最
適
な
事
業

手
法
の
検
討
」
を
行
い
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
コ
ス
ト
比
較
、

導
入
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

Ｑ�　

臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
の
か
？

Ａ�　

今
後
、
指
定
管
理
者
を
選
定
す

る
作
業
を
行
う
中
で
、
ご
指
摘
の

事
項
を
条
件
に
加
え
る
こ
と
に
つ

い
て
、
協
議
し
て
い
く
。

項　目 内　容

図書館運営経費の削減
市直営での経費約２億９千万円に対し、指定管理で
はサービス拡充分も含め経費は２億８千万円と見込
まれる。

民間事業者のノウハウの
活用

既存サービスの充実や、新しいサービスの提供が期
待できる。

選書などの質の向上 司書の専任により職員の専門性向上が期待できる。

各種行事や講座の充実
人脈を活かした著名な講師を招いての講座や、独創
的な行事の開催が期待できる。

開館時間の拡大
柔軟な雇用形態や人員配置により、開館時間や開館
日の拡大が期待できる。

◎指定管理者制度を導入するメリット

◎指定管理者制度導入後の教育委員会の役割
　図書館運営に関する全市的な方針決定などの基幹的な業務は、これまで
どおり教育委員会が行います。また、指定管理者から定期的に事業報告を
求め、図書館業務が適正に行われているかをチェックします。

◎指定管理者制度導入時期
平成28年４月〜
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
115
号
〉

ふ
る
さ
と
納
税
に

特
産
品
返
礼
制
度
を
導
入

　
「
東
広
島
ふ
る
さ
と
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
に
お
い
て
、
全
国
的
に
急
速

な
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
地
場
産
品
に
よ
る
返
礼
制
度
を
、
東
広
島
市
に
も
新
た

に
導
入
し
ま
す
。

〈
議
案
第
107
号
〉

西
条
中
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す

　

平
成
27
年
度
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
と
し
て
、
西
条
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強

工
事
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札
（
応
札
５
社
・
落
札
率
約
₈₉
％
）
を
実
施
し
、

請
負
契
約
の
締
結
を
し
ま
す
。

◎
内
容

①
運
用
開
始

　
　

平
成
27
年
10
月
か
ら

②
特
産
品
（
予
定
）

　
　

東
広
島
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
商
品

　
　
（ 

業
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ

り
東
広
島
市
が
特
産
品
と

し
て
認
定
し
た
も
の
）

※
東
広
島
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　

 （
ふ
る
さ
と
納
税
）
と
は
、
東

広
島
市
を
「
ふ
る
さ
と
」
と

思
う
方
、
東
広
島
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
支
援
し
た
い
と
思

う
方
が
、
東
広
島
市
へ
寄
附

を
す
る
も
の
で
す
。

平成27年第２回定例会　議案の概要

寄附者

（市内居住者を含む）
東広島市

寄附金（10,000円以上）

特産品
（寄附金額に応じて寄附者が選ぶ）

※寄附金額のうち2,000円を超える
部分に住民税や所得税の税額控除
もあります。

ふるさと納税特産品返礼制度の概要

◎契約の内容
①工事の内容　　①管理普通教室棟　：延面積� 2,808㎡
　　　　　　　　②管理普通教室棟　：延面積� 367㎡
　　　　　　　　③玄関棟　　　　　：延面積� 47㎡
　　　　　　　　④トイレ・配膳室棟：延面積� 563㎡
②契約金額　　　１億5,999万120円
③契約の相手方　シンクコンストラクション株式会社
④工期　　　　　議会の議決のあった日の翌日から
� 平成28年１月18日まで

校舎の耐震補強工事を
行う西条中学校
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
110
号
〉

火
葬
場
運
営
に

指
定
管
理
制
度
を
導
入

　

東
広
島
市
の
火
葬
場
５
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
に
伴
い
、
指
定
管
理
者
が
行
う
管
理
の
基
準
及
び
業
務
の
範
囲
な
ど

必
要
な
事
項
を
定
め
、
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
条
例
の
改
正
を
行

い
ま
し
た
。

〈
議
案
第
105
号
〉

西
条
岡
町
駐
車
場
の
立
体
化
整
備
に

伴
い
、現
在
の
指
定
期
間
を
変
更

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
中
、
今
後
整
備
さ
れ
る
各
公
共
施
設
の
利
便
性

を
図
る
た
め
、
西
条
岡
町
駐
車
場
の
立
体
化
を
、
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館
に
合

わ
せ
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
西
条
岡
町
駐
車
場
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、
現
行
の
契
約
期
間
を

工
事
着
手
予
定
日
ま
で
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

東
広
島
市
内
の
５
箇
所
の
火
葬
場

（
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま
聖
苑
、
豊
浄
苑
、

黒
瀬
斎
場
、
河
内
斎
場
、
安
芸
津
斎

場
）
の
管
理
を
、
民
間
等
に
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

条
例
の
全
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
主
な
変
更
点

　

こ
れ
ま
で
、
市
長
が
決
定
し
て
い

た
事
項
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
に

も
権
限
を
認
め
た
主
な
点
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

①
火
葬
場
施
設
の
使
用
許
可

　

② 

火
葬
場
へ
の
入
場
拒
否
、退
去
命

令
、そ
の
他
利
用
に
関
す
る
こ
と

　

③
休
場
日
の
決
定

　

④
使
用
時
間
の
決
定

◎
変
更
の
内
容

　

現
在
の
指
定
管
理
者
に
対
す
る
指

定
期
間
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
し
た
。

　

変
更
後
は
、芸
術
文
化
ホ
ー
ル「
く

ら
ら
」
の
開
館
時
期
に
合
わ
せ
、
立

体
化
工
事
に
着
手
す
る
た
め
に
、
平

成
27
年
８
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
立
体
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

完
成
に
合
わ
せ
、
新
た
に
指
定
管
理

者
を
募
集
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

平成27年第２回定例会　議案の概要

安芸津斎場 黒瀬斎場

河内斎場 豊浄苑

ひがしひろしま聖苑

規 格（ 想 定 ） １，２，３階，屋上（４層）
駐車台数220台

業者選定方法 プロポーザル方式

契 約 形 態 リース契約

事 業 費 ７億1,800万円
（10年間リースにかかる上限額）

西条岡町立体駐車場の計画概要

※�実際の規格については、プロポーザル方式による業者提案を精査
したうえで決定されます。
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平成27年第２回定例会　議案の審査経過

●
議
員
派
遣

　
（
海
外
行
政
視
察
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

派
遣
費
用
が
年
間
140
万
円
か
か
り
、

乳
幼
児
等
医
療
費
の
自
己
負
担
分
500

円
に
例
え
る
と
、
２
千
８
百
人
が
無

料
と
な
る
金
額
で
あ
る
。
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
懸
案
事
項
が
山
積
し
て
い

が
判
断
で
き
な
い
。
世
界
の
流
れ
の

中
で
、
日
本
、
そ
し
て
東
広
島
が
動

い
て
い
る
、
こ
の
こ
と
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
文
化
も
違
い
、
歴
史
も

違
う
他
国
へ
行
っ
て
見
聞
を
広
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●�
議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 

宮
川
誠
子
議
員

　

指
定
管
理
が
い
い
の
か
悪
い
の

か
、
ど
う
い
う
や
り
方
で
指
定
管
理

る
東
広
島
で
、
海
外
視
察
を
す
る
べ

き
で
は
な
い
。

●
議
員
派
遣

　
（
海
外
行
政
視
察
）

賛
成

 

宮
川
誠
子
議
員

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
で

い
る
中
で
、
日
本
国
内
、
東
広
島
市

内
の
こ
と
だ
け
を
見
て
い
て
は
状
況

が
行
わ
れ
る
の
か
、
今
後
の
東
広
島

市
の
図
書
館
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
、
と
い
う
中
身
が
、
委
員
会
審
査

に
お
い
て
十
分
に
議
論
さ
れ
て
な
い
。

よ
っ
て
是
か
非
か
判
断
が
で
き
な
い

た
め
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

賛
成

 

加
根
佳
基
議
員

　

行
政
改
革
を
進
め
て
い
く
中
で
、

民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
で
行
う

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長、「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「除」は除斥になります。

本
会
議
の
討
論

議案番号▶
議
員
派
遣

議
案
第
108
号

議
案
第
109
号

議
案
第
110
号

議
案
第
111
号

議
案
第
112
号

議
案
第
118
号

議
員
提
出

議
案
第
２
号会　派　名 議　員　名

創 生 会

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

威 信 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

杉原　邦男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

高橋　典弘 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

山下　　守 議 議 議 議 議 議 議 議

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創 志 会

天野　正勝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

小川　宏子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

市民クラブ

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

赤木　達男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

誠 志 会

乗越　耕司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中平　好昭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

梶谷　信洋 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × × × × ○

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
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平成27年第２回定例会　議案の審査経過

べ
き
で
あ
る
。

　

民
間
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、

歳
出
削
減
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

●�

議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 
谷　
晴
美
議
員

　

図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
は
、

全
国
で
12
％
に
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

社
会
教
育
施
設
の
導
入
全
体
の
30
％

に
比
べ
て
決
し
て
多
く
な
い
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
制
度
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
政
府
で
す
ら
、
図
書
館
へ
の
導

入
は
な
じ
ま
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

よ
っ
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
公
的
責
任
が
後
退
す

る
と
考
え
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
111
号
（
図
書
館
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 

大
谷
忠
幸
議
員

　

図
書
館
の
蔵
書
の
質
と
量
は
、
そ

の
町
の
知
的
レ
ベ
ル
を
示
す
バ
ロ

メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。

　

ゆ
え
に
そ
れ
ら
を
管
理
す
る
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
は
、
本
質
的
に
、
指
定

管
理
者
に
よ
る
運
営
に
そ
ぐ
わ
な
い

と
考
え
反
対
す
る
。

●�

議
案
第
108・
109
号（
市
民
ホ
ー

ル
建
設
事
業
の
請
負
契
約
変
更
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

日
本
共
産
党
は
当
初
か
ら
、
建
設

の
縮
小
や
地
下
の
埋
蔵
物
の
抜
き
取

り
費
用
の
対
応
を
求
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

市
民
ホ
ー
ル
建
設
費
用
は
、
現
在

で
も
多
く
の
市
民
か
ら
税
金
の
無
駄

使
い
で
あ
る
と
い
う
根
強
い
批
判
が

あ
り
、
合
併
後
10
年
た
ち
新
た
な
問

題
に
も
直
面
し
て
い
る
中
、
将
来
に

も
影
響
す
る
大
事
業
で
あ
る
た
め
反

対
す
る
。

●
議
案
第
112
号

　
（
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

軽
減
世
帯
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
こ

と
は
良
し
と
す
る
が
、
保
険
料
の
最

高
限
度
額
を
４
万
円
引
き
上
げ
よ
う

と
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

収
入
の
多
い
大
資
産
家
な
ど
富
裕
層

に
こ
そ
、
も
っ
と
課
税
し
自
治
体
の

国
保
会
計
を
温
め
ら
れ
る
よ
う
な
支

援
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
反
対
と
す
る
。

●�

議
案
第
110
号
（
火
葬
場
の

設
置
及
び
管
理
条
例
の
改
正
）

反
対

 

谷　
晴
美
議
員

　

火
葬
場
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
の
た
め
の
条
例
で
あ
り
、
他
で
も

取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
経
験
豊
か
な

職
員
が
い
な
く
な
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
を
生
み
、
危
機
管
理
の
リ
ス
ク

回
避
に
も
責
任
が
持
て
な
く
な
る
な

ど
、
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
る
た
め

反
対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号

　
（�

年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
の

安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
）

反
対

 

加
根
佳
基
議
員

　
「
長
期
的
な
観
点
か
ら
確
実
な
運

用
を
行
う
べ
き
」
と
い
う
文
言
が
あ

る
が
、
現
在
既
に
見
直
さ
れ
実
行
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
硬
直
化
し
て

い
た
積
立
金
の
運
用
を
い
か
に
効
率

化
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
効

果
は
出
て
い
る
。
借
金
は
な
る
べ
く

減
ら
し
な
が
ら
手
元
に
あ
る
資
金
を

大
き
く
す
る
と
い
う
民
間
手
法
を
取

り
入
れ
て
、
既
に
運
用
を
開
始
し
て

い
る
。

　

し
た
が
っ
て
こ
の
意
見
書
提
出
に

つ
い
て
は
反
対
す
る
。

●
議
員
提
出
議
案
第
２
号

　
（�

年
金
積
立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
の

安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
）

反
対

 

重
森
佳
代
子
議
員

　

し
っ
か
り
と
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
体

制
を
構
築
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
「
被
保
険
者
の
利
益
の
た
め

に
運
用
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
日
本
経

済
へ
の
貢
献
が
目
的
で
は
な
い
」
と

あ
る
が
、
結
果
的
に
日
本
経
済
に
好

影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
現
在
の
政
府
の
方
針
通
り
や
っ
て

い
く
べ
き
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
意

見
書
提
出
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。
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総
務
委
員
会

●�

議
案
第
₁0₆
号︵
河
内
地
域
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
新
築
工
事
の
請
負
契
約
︶

　
　
　
　

入
札
状
況
と
予
定
価
格
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

応
札
２
者
、
予
定
価
格
１

億
５
千
₇
十
万
円
で
あ
る
。

　
　
　
　

こ
の
契
約
は
建
築
工
事
と

い
う
こ
と
な
の
で
、
設
備
や

備
品
関
係
な
ど
は
別
契
約
だ
と
思
う

が
、
地
域
セ
ン
タ
ー
は
住
民
自
治
協

議
会
や
生
涯
学
習
の
拠
点
で
あ
り
、

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
平
成

27
年
度
中
に
完
成
す
る
の
か
。

　
　
　
　

電
気
・
機
械
・
設
備
・
備

品
に
つ
い
て
は
別
契
約
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
平
成
27

年
度
中
に
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

QＡQＡ

●
議
案
第
115
号

　
︵
一
般
会
計
補
正
予
算
第
₁
号
︶

　
　
　
　

消
防
団
加
入
促
進
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
27
年
度
は
国

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
全
額
国
の
財

源
に
よ
り
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

来
年
度
以
降
も
実
施
し
て
い
く
予
定

な
の
か
。

　
　
　
　

事
業
効
果
を
検
証
す
る
必

要
は
あ
る
が
、
国
の
財
源
が

な
く
て
も
事
業
内
容
を
見
直
し
た
形

で
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

特
産
品
返
礼
制
度
を
10
月
か

ら
運
用
開
始
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

運
用
開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

ど
う
な
る
の
か
。

QＡQ

委
員
会
審
査
概
要

　
　
　
　

ま
ず
は
委
託
事
業
者
を
選

定
し
、
そ
の
後
、
特
産
品
に

つ
い
て
は
、
東
広
島
発
も
の
づ
く
り

逸
品
な
ど
、
東
広
島
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る

ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
中
心
に
選
定
す
る

予
定
で
あ
る
。

文
教
厚
生
委
員
会

●�

議
案
第
₁₁₁
号
︵
図
書
館
の
設
置
及

び
管
理
条
例
の
制
定
︶

　
　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り

ど
れ
く
ら
い
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

が
図
れ
る
の
か
。

ＡQ

　
　
　
　

現
在
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を

指
定
管
理
で
や
れ
ば
、
概
ね

３
千
万
円
減
の
２
億
₆
千
万
円
で
こ

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
と
い
う

試
算
が
あ
る
が
、
今
回
は
２
千
万
円

を
加
え
た
２
億
８
千
万
円
で
、
今
の

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
向
上
さ
せ
て
い
く

に
は
ど
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
応
募
者
で
競

争
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
内
容
と

金
額
を
も
っ
て
指
定
管
理
者
を
定
め

よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
最
終
的

な
金
額
は
ま
だ
確
定
し
て
は
い
な
い
。

Ａ

東広島市立中央図書館

件数 金額（円）
H20 １件 5,000,000
H21 ５件 17,700,000
H22 ６件 1,715,000
H23 ３件 1,168,047
H24 ３件 900,000
H25 ９件 3,181,000
H26 13件 369,000
計 40件 30,033,047

ふるさと納税の状況
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●�

議
員
提
出
議
案
第
₂
号
︵
年
金
積

立
金
の
専
ら
被
保
険
者
の
利
益
の

た
め
の
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
︶

　
　
　
　

株
式
等
の
リ
ス
ク
性
資
産

割
合
を
高
め
る
方
向
で
の
急

激
な
変
更
に
つ
い
て
は
、
既
に
議
論

さ
れ
見
直
し
を
行
い
実
行
さ
れ
て
い

る
と
い
う
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
が

如
何
か
。

　
　
　
　

国
内
債
券
に
つ
い
て
、

60
％
か
ら
35
％
に
な
る
と
い

う
の
は
、
や
は
り
急
激
な
変
更
で
あ

り
、
国
民
の
年
金
制
度
に
対
す
る
信

頼
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、

国
民
の
財
産
で
あ
る
年
金
積
立
金
を

毀
損
し
か
ね
な
い
と
考
え
て
い
る
。

QＡ

市
民
経
済
委
員
会

●�

議
案
第
₁₁0
号
︵
火
葬
場
の
設
置
及

び
管
理
条
例
を
制
定
︶

　
　
　
　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
で
、
死
体
埋
火
葬

許
可
と
施
設
使
用
許
可
の
許
可
権
者

が
別
々
に
な
る
が
、
手
続
き
に
不
都

合
が
生
じ
た
り
は
し
な
い
の
か
。

　
　
　
　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
発
生

し
な
い
よ
う
、
指
定
管
理
の

条
件
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等

を
お
願
い
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

葬
祭
業
と
施
設
管
理
業
の

両
方
を
兼
ね
備
え
る
業
者
へ

指
定
管
理
に
出
す
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
、
専
門
的
な
有
資
格
者
の
有
無

等
に
よ
り
参
加
で
き
る
業
者
が
限
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

QＡQ

　
　
　
　

指
定
管
理
業
務
の
う
ち
、

一
部
に
つ
い
て
は
、
市
の
同

意
の
も
と
外
部
委
託
す
る
こ
と
を
認

め
て
お
り
、
元
請
に
有
資
格
者
が
い

な
く
て
も
指
定
管
理
は
可
能
で
あ
る
。

●�

議
案
第
₁₁₆
号
︵
産
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
₁
号
︶

　
　
　
　

志
和
流
通
団
地
造
成
事
業

に
お
い
て
工
事
期
間
の
₇
カ

月
の
短
縮
と
は
、
具
体
的
に
何
が
要

因
で
短
縮
出
来
た
の
か
。

　
　
　
　

実
施
設
計
に
お
い
て
精
査

し
た
結
果
、
当
初
見
込
ん
で

い
た
、
調
整
池
が
不
要
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

ＡQＡ

建
設
委
員
会

●�

議
案
第
₁0₅
号︵
西
条
岡
町
駐
車
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
︶

　
　
　
　

岡
町
駐
車
場
を
立
体
化
す

る
た
め
に
、
指
定
期
間
を
変

更
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
ん
な
規

格
の
立
体
駐
車
場
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　

今
後
、
設
計
と
施
工
を
一

括
し
て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
か

け
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
市
の

予
定
と
し
て
は
３
階
建
、
４
層
、
駐

車
台
数
220
台
程
度
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

期
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
現
在
の
指
定
管
理

者
に
対
す
る
損
害
賠
償
等
は
発
生
し

な
い
の
か
。

　
　
　
　

指
定
管
理
者
の
承
諾
を
得

て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題

は
発
生
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。

QＡQＡ

志和流通団地


